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　洈内のかんח׀は、䇗♏の榟榤鷨Ⱍにる
❫劲倽蛽、䇗の擧缜ة٤ٝ؛٬の鮖⪌舅榺
などで、大׀な䣒䱡を受けて׀ました。洈は䣒ꝧ
瓀を姲״、┩槡╈のかんח׀から䚁㨽の겧㎻に
合זた냕ⶡ❫が釤鱮״る二⿁牊
㵵⪌の吾鋀を㡎״ました。
　䇗♏、㏐杶峪倉に
㵚䑴する⿁牊として、ه
に嫰泘がة٤ٝ؛غشٚ
まるֹになりました。
妳⠮やٛؓت䌋宾㺢な
ど⸉榤㏐のؕؓٛذ
との類⛍憠に浓泘し
たことから、䇗
に管内の榟榤
縖☔が、洈冽嘻
溿狒٭ذ٤جと鵽
䯥して劳㓷に╾
り⭳しました。

괏ꮽ僖╈伄僖┖伄
⽏յꁁך荇ة٤ٝ؛כ奂מٞٓ
նך榔⽏ֿ䍚ַך־ױֿ

괏ꮽ僖┕伄僖┕伄
冽汷٬冽缜ס颋ֿײ䍚ׂյ׀ז
նױֵֿ⽏ꁁגכ

颋な荇が攐זはその名の通り、洠ة٤ٝ؛غشٚه　
䐶です。この荇はؓ٤ؼؓبع٤にるもので、┉芗
氳なة٤ٝ؛に奂、䤺ꁁⲖ冽が䍚いとされていま
す。颋ײを䌕׀⭳すた״に、通䅻り僖ど鷐い

僖に䰔冽を行います。こֹす
ることで、嘻に鬭い浓冽تٝعت
を┙ֻ、矴䈱を䈱以┕に냕
。に劳㓷していますֹる״

　榟괏はもהん、ت٭ٖةや鿯、٭ؕت
、꺜乢などにも榫いられ、にとどまらص
冽㲔を⛷すことなく孨かすことがで׀る
のが뇂ⱱです。
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あんを䧿んでץと䣆間かけることで、غشٚه
のꁁ⽏と鐧⽰させました。⽰と嬣の祀ة٤ٝ؛
㟒なت٤ٚفが毜になるお蘓㯸です。䈘艥の
か、㱢⽰㼖䄫の鷹の껬で鞄㚞しています。
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85䎃の⠗窟を㸚るㄤ蝟㶨店。㸘ㄤ䃊の♲代ꌀ蝟
㣐殢٥깶걧٥蹒깶걧をはじめ、地⯋の鴋欵物
を使ったؔリشآル蝟㶨が䲧う。
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穫
を
始

め
た
很
鲣
さ
ん
︒
夏
に
生
育
鷐
れ
が
見
ら
れ
ま
し

ַֹմ־ה

մ媞⫂促刉עյ佫⽰ 䇗מ挪本洈ס媞⫂槄ך
氦釤յ㏐⺲ס「媞⫂」כյ鷐ַ侇僿מ䫑
ׄ♀⺲י⺬ײ稀燡「促刉」磝ס刉噴
նגױ
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ＪＡえひめ南は
種芋の増殖専用産地！

��月下旬
種芋の株を割らないように、圃場からハウスへ移動さ
せます。株に土をつけたまま運ぶため、大変な作業で
す。運び終わった株は温度を調節する被覆資材（エナ
ジーキーパー）を掛けて春まで保存します。

３月上旬
　 出荷前に親と子芋を分離する
　 腐敗を防ぐためにかぎ口を３日程度乾かせて出荷
　 土は圃場に戻す

生産者が規格外と種・食用に分けて選果場に持ち込み、作業員
が大きさごとに選別します。種芋の出荷規格は、芽が約 � ㌢以
内としています。

昨年から本格的に種芋の出荷を始め、
「伊予美人」のブランド化に貢献。

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
は
︑
愛
媛
県
内
の
６

Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
取
り
組
む

サ
ト
イ
モ﹁
伊
予
美
人
﹂の
広
域
事
業

体
制
に
お
い
て
︑
種
芋
増
殖
専
用
産
地

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
同
Ｊ
Ａ
管
内

で
は
︑
６
人
が
１
・
��
㌶
で﹁
伊
予
美

人
﹂の
種
芋
を
栽
培
︒
昨
年
度
か
ら
東

予
地
区
の
５
Ｊ
Ａ︵
う
ま
︑
新
居
浜
市
︑

お
ち
い
ま
ば
り
︑
西
条
︑
周
桑
︶に
出

荷
し
て
い
ま
す
︒
昨
年
の
夏
場
の
曇
天

に
よ
り
順
調
に
生
育
し
︑
３
月
�
日
か

ら
��
日
に
か
け
て
︑
昨
年
よ
り
��
㌧
増

の
��
・
�
㌧
を
出
荷
し
ま
し
た
︒

東予地区の５ＪＡに出荷

ＪＡえひめ南
ＪＡうま　ＪＡ新居浜市
ＪＡおちいまばり　ＪＡ西条

ＪＡ周桑

ＪＡえひめ南が出荷した種芋で栽培

三間町の農家 安 波 智延 さ ん の 圃場



　

宇
和
島
市
鷛
㯸
水
荷
浦
の
壿
々
槨
で
︑

４
月
４
日
か
ら
企
䫁
り
バ
Ｌ
م
シ
Ｇ
の
収

穫
が
始
ま
り
ま
し
た
︒
今
年
は
犉
ꦣ
も
な

く
順
調
に
生
育
し
︑
荇
︑
荍
︑
䎬
が
良
く

高
品
質
に
☼
上
が
っ
て
い
ま
す
︒
佤
年
┾

み
の
６
０
０
０
畴︵
１
畴
５
㌔
︶の
出
荷
を

見
込
ん
で
い
ま
す
︒

　




嫎
人
壿
槨
を
㱤
ف
う
会
に
所
㷯

す
る
生
産
縖
の
焰
島
╦
⩞
さ
ん
は
９
日
︑

約

㌃
の
圃
場
で
䫁
り
取
り
に
娕
を
流
し
︑

﹁
佤
年
に
靷
け
な
い
く
ら
い
良
く
育
っ
た
︒

た
く
さ
ん
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
い
︑
二
㑔

コ
Ｍ
＊
ウ
م
ル
ス
に
も

靷
け
な
い
⢸
䉓
な
骰
体

د
く
り
に
䏔
玮
て
て
ほ

し
い
﹂と
話
し
ま
し
た
︒

topics

ＪＡトピックス

早
期
米

田
植
始
ま
る

　

䚁
南
町
で
３
月

日
︑
企
期
眦

の
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
︒
毎

年
︑Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
管
内
で
最
も

企
い
３
月
儕
に
始
ま
り
︑
５
月
中

旬
ま
で
禈
き
ま
す
︒
同
町
管
内
で

は
約
４
０
０
㌶
を
作
♀
け
し
ま

す
︒

　

萔
は
育
萔
期
の
妳
峪
が
高
か
っ

た
こ
と
で
順
調
に
生
育
し
ま
し

た
︒
劮
䍖
り
も
良
く
萔
玮
ち
は
良

好
で
す
︒
南
宇
和
育
萔
لا
ン

ー

で
は
︑
２
月
上
旬
か
ら
５
月
下
旬

に
か
け
て
約
６
万
冻
を
䲭
牊
す
る

◀
定
で
す
︒
品
牊
は﹁
コ
シ
２
カ

リ
﹂が
約


で
︑
ح
の
☽
︑﹁
と

き
め
き
も
ち
﹂﹁
２
メ
．
Ｂ
！
﹂な

ど
︒
順
調
に
生
育
す
れ
ば
︑
７
月

下
旬
か
ら
稲
⮋
り
が
始
ま
り
ま

す
︒

25
３

早掘りバレイショ収穫 ９
４

　

⪦
岷
鼧
は
４
月
３
日
︑
Ａ︵
Ｉ
م

５
م
）
バ
م
لآ
ー
︶鶟
氦
䌋
を
Ｊ
Ａ

本
所
で
ꝧ
き
ま
し
た
︒
䏔
绷


人

が
⹆
ⱶ
し
︑
組
合

・
⮵
榫
縖
の
⟊

꤃
⩗
実
と
目
嘅
鷼
成
に
向
け
て
掂
い

妳
持
ち
を
一
つ
に
し
ま
し
た
︒
䌋
で

は
︑
今
年
度
の
䫟
鶟
釐
ꯛ
な
ど
を
協

議
し
た
ほ
か
︑
二
♳
・
⫋
♳

Ａ
の

磆
☭
や
︑
体
験
氦
辐
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒
婊
䙫
辐
明
で
は
︑
！
ー
ム
リ
ー


ー
を
代
辐
し
︑
宇
和
島
支
所

Ａ

リ
ー

ー
の
佭
很
➭
媩
さ
ん
が﹁
䏔

绷

が
䑏
を
一
つ
に
︑
目
嘅
の
企
期

鷼
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
﹂と

力
強
く
婊
䙫
を
鳭
べ
ま
し
た
︒

決
意
新
た
に
進
発
式

３
４

教
材
本
を
贈
呈

６
４

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
⟓
榫
鼧
は
４
月

６
日
︑
宇
和
島
市
䷷
育
㡦

会
に

小
㰢
劅
高
㰢
年
榫
䷷
材
本﹁
農
業
と

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
﹂を
頜
⼑
し

ま
し
た
︒
２
０
０
８
年
度
か
ら
食

農
䷷
育
の
取
り
組
み
を
実
饧
す
る

﹁
Ｊ
Ａ
バ
ン
ى
食
農
䷷
育
䑴
䭤
◄

業
﹂の
一
環
で
︑
㯸
ど
も
に
食
・
環

境
や
農
業
杼
鉮
を
岐
め
て
も
ら
う

こ
と
が
目
氳
で
す
︒Ｊ
Ａ
バ
ン
ى
か

ら
⪒
㎁
の
小
㰢
劅
５
年
生
を
中
䑏

と
す
る
高
㰢
年
に
頜
⼑
し
て
ا
り
︑

同
Ｊ
Ａ
は
管
内
の

劅
に
１
１
６

９
鼧
を
配
布
し
ま
し
た
︒



topics

ＪＡトピックス

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
管
内
で
４
月
中
旬
︑

南
津
海︵
な
つ
み
︶の
収
穫
が
最
盛
期

を
迎
え
ま
し
た
︒
夏
の
降
雨
量
が
多

く
品
質
に
影
響
が
出
る
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
︑
暖
冬
で
順
調
に
生
育
し
︑

糖
度
は
高
い
も
の
で

度
を
超
え
ま

す
︒
３
月
下
旬
の
降
雨
に
よ
り
酸
抜

け
も
良
好
で
す
︒

　

宇
和
島
市
三
浦
地
区
の
山
本
一
徳

さ
ん
は
︑
１
日
か
ら

㌃
の
園
地
で

﹁
南
津
海
﹂の
収
穫
に
励
ん
で
い
ま
す
︒

約

㌧
の
出
荷
を
見
込
み
︑
多
い
日

で
１
日
に
１
・
４
㌧
を
出
荷
し
ま
す
︒

山
本
さ
ん
は﹁
南
津
海
特
有
の
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
濃
厚
な
味
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

ほ
し
い
﹂と
話
し
て
い
ま
す
︒

南
津
海
収
穫
始
ま
る

10
４

石
こ
う
で
濁
水
軽
減
へ

　

県
や
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
︑
関
係
市
町
村
な

ど
で
組
織
す
る
広
見
川
等
農
業
排
水
対
策

協
議
会
は
４
月

日
︑
石
膏
資
材
を
使
っ

た
水
田
濁
水
の
軽
減
試
験
を
始
め
ま
し

た
︒
石
膏
資
材
を
散
布
し
︑
代
か
き
後
の

濁
水
軽
減
と
水
稲
の
品
質
向
上
効
果
を
実

証
し
ま
す
︒

　

使
う
の
は
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分

と
す
る
土
壌
改
良
材
︒
中
性
で
環
境
に
優

し
い
だ
け
で
な
く
︑
ホ
ウ
素
を
配
合
し
て

い
る
た
め
︑
作
物
の
体
質
強
化
や
食
味
向

上
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

宇
和
島
市
三
間
町
︑
松
野
町
︑
鬼
北
町

の
８
カ
所
２
２
０
㌃
を
試
験
圃
場
と
し
︑

各
圃
場
で
散
布
回
数
を
分
け
て
適
切
な
生

産
コ
ス
ト
を
測
定
し
ま
す
︒

　

同
日
は
同
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
８
人

が
︑
三
間
町
の
農
家
・
渡
辺
吉
男
さ
ん
の

水
田

㌃
で
散
布
試
験
を
行
い
ま
し
た
︒

１
回
目
の
代
か
き
後
︑
動
力
散
布
機
で


㌃
あ
た
り

㌔
を
散
布
し
︑
作
業
時
間
は

約

分
で
し
た
︒
今
後
は
水
田
の
濁
度
︑

生
育
状
況
︑
品
質
︑
収
量
な
ど
を
調
査
し

ま
す
︒

　

松
野
町
農
林
振
興
課
の
小
西
亨
課
長
は

﹁
濁
水
軽
減
だ
け
で
な
く
︑
石
膏
資
材
を

散
布
す
る
こ
と
で
︑
倒
伏
軽
減
や
品
質
向

上
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
実
証
で
き
れ
ば

普
及
し
て
い
き
た
い
﹂と
期
待
し
て
い
ま

す
︒

14
４

河
川
の
透
視
度
調
査

　

広
見
川
等
農
業
排
水
対
策
協
議
会
は
４

月

日
︑
四
万
十
川
支
流
の
河
川
の
透
明

度
を
調
査
し
ま
し
た
︒
調
査
結
果
か
ら
︑

田
植
え
が
始
ま
っ
て
い
る
三
間
地
区
で
︑

水
が
濁
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　

広
見
川
な
ど
の
流
域
で
は
︑
２
２
６
７

戸
が
約
１
２
１
０
㌶
で
水
稲
を
栽
培
︒
例

年
４
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬
の
田
植
え
時

期
に
河
川
の
透
明
度
悪
化
が
見
ら
れ
︑
代

か
き
や
田
植
え
に
よ
る
圃
場
か
ら
の
濁
水

流
出
が
原
因
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
︑
同
協
議
会
は
２
０
０
９

年
か
ら
毎
年
３
回
河
川
の
透
視
度
を
調
査

し
て
い
ま
す
︒

　

同
日
は
︑
宇
和
島
市
三
間
町
の
農
村
生

活
文
化
ふ
れ
あ
い
交
流
館
前
に
︑
河
川


カ
所
で
採
取
し
た
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
て
持
ち
寄
り
︑
一
つ
ず
つ
透
視
度
計

を
使
っ
て
透
明
度
を
調
べ
ま
し
た
︒
水
田

の
土
質
に
よ
り
大
差
が
見
ら
れ
︑
奈
良
川

１
カ
所
︑
広
見
川
２
カ
所
で
は
高
い
透
明

度
を
記
録
し
ま
し
た
︒

　

同
協
議
会
に
よ
る
と
︑
浅
水
代
か
き
の

実
施
や
止
水
板
の
設
置
と
い
っ
た
対
策
に

よ
り
︑
濁
り
具
合
は
年
々
軽
減
さ
れ
て
い

る
と
い
い
ま
す
︒
調
査
結
果
か
ら
現
状
を

把
握
し
︑
今
後
も
四
万
十
川
へ
の
濁
水
流

出
軽
減
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
︒

21
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地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。地域のみなさまに安心と地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。笑顔地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。をお届けします。地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。地域のみなさまに安心と笑顔をお届けします。

マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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夏᧹ᗑの管理ʱʪʊʬ夏᧹ᗑの管理ʱʪʊʬ

ᓔ講座ᓔ講座

キュウリ
ɶ追肥
　収ኩ開始᮫に、10 日に 1 の間ᬞでցસۂ 4-4-4 を

2kg/1a 施用しましょう。収ኩは᫆さ 20cm でᖇどりし、

樹のᡝଁを༔らします。また、梅雨Ԫにഅҥʾʓᙨ・

ೕᖪ等をいてຬのᣁʳ᥇りを防ぐことでᅍ気の予防

効果と᱕温期の۟温上జとΎလを૬ʎることで、樹を

᫆持ちさせます。

ɶ病害虫防除　
　ᅍ害ᚑが発生したら、早めに防除しましょう。

ナス
ɶ追肥
　2 ᄨ果の着果後をᆶ安とし、2 週間に 1 のۂ

間ᬞでցસ 4-4-4 を 2kg/1a 施用し、収ኩ量が

。くなってʓたら施肥量をܾやしましょうݳ

ɶ潅水
　̇˶はݳくのを্要とし、天が続く場合

はྲྀをしましょう。Ϭ温期は֙Ԫ中に᱕温期

はݯに行いましょう。

ɶ病害虫防除

親づるは１５０㎝
（目線）で摘心。

孫枝は半放任とする
が、混み合う場合は
摘心。

子づるの下段は１節
摘心（短い場合は２
節）摘心。上段は１
節摘心。中段は２節
摘心。

５～６節以下
（約３０cm）の子づる
は除去。

古くなった葉は摘葉。

摘芯　<開花時>

第1次脇芽は
残す

第2・3脇芽は早めに摘み取る

側枝

花の上の葉を１枚
残して摘心

側枝が伸びたら
主枝の葉を落とす 主枝

<収穫時>

側枝

収穫と同時に
切り戻す

主枝

以後、繰り返す



ＪＡ宇和島営農センター（0895-22-8175） 　ＪＡ伊予吉田営農センター（0895-52-2939）　ＪＡ三間営農センター（0895-58-3322）
ＪＡ鬼北営農センター（0895-45-1313）　ＪＡ津島営農センター（0895-32-5951）　ＪＡ南宇和営農センター（0895-72-1122）

柑橘講座柑橘講座
̫߁߷ቇࠍ㊀ὐᬺߩつ߈ࠎ߆

かん䧗㵵鐐ײ
冽嘻㵠ꝛ䧗㵵員　玮間䥵䎎

䧗㵵員

 ַ ׄ ג ־  

岲㳃մ丒ㄎ
柑橘重点作業　6月

　6 月中旬からは早期の粗摘果を行うことで初期肥大を促しましょう。初期肥大は後期まで影響しますので安定的に

肥大させられます。また、6月上旬に夏肥の施用時期になります。

１、品種ごとの管理

３、夏肥

　気温が上がり、根が活発に動く上、梅雨の雨により樹にとって吸収しやすい肥料が夏肥です。果実の肥大促進、樹

の樹勢維持にも大切な肥料ですので遅れないよう適期・適量施用を行って下さい。

※平均気温 25 度以上の日が続く場合はアプロン（炭酸カルシウム剤）200 倍を加用する。
　注意：アプロンには芽ヤケ防止の効果はなく、アビオンＥには銅の薬害を防ぐ効果はありません。

４、病害虫防除

　６月は不安定な天候の中での防除が予想されます。週間天気予報等を十分確認し、「タイミング」を意識して防除し

て下さい。

２、早期摘果、粗摘果

◆　温州みかん

　　樹毎の着果状態を確認し、摘果量と摘果開始時期を見極める。摘果遅れの原因となる極早生の摘果は早めの取

　り掛かりが重要です。

　　極早生＝内裾部の小玉、着色が遅くなりそうな果実を全摘果する。

　　早生温州、普通温州＝樹上部、表なりの果実を摘果し、葉っぱ一枚内側に果実を配置する。

◆　中晩柑

　　内裾部を全摘果する。ちぎりすぎがちょうど良い。
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ご
ろ
の
長
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こ
と

⑥
東
京
と
北
京
で
は
１
時
間
︑
東
京
と
モ
ス
ク
ワ

　

な
ら
６
時
間

⑦
ラ
ブ
レ
タ
ー
で
す

⑨
漢
字
で
書
く
と
金
糸
雀
︒
美
し
い
声
で
鳴
く

　

小
鳥
で
す

⑩
学
級⸺က

の
進
行
で
学
級
会
が
行
わ
れ
た

⑫
下
仁
田
ネ
ギ
や
水
沢
う
ど
ん
で
知
ら
れ
る
県

⑭⸺က

は
２
１
０
円
︑
往
復
で
４
２
０
円
で
す

⑯
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
別
名
で
す

⑰
黒
︑
赤
玉
︑
鹿
沼
と
い
え
ば

⑱
停
留
所
に
止
ま
り
な
が
ら
客
を
運
び
ま
す

⑲
宴
会
に
よ
く
使
わ
れ
る
飲
食
店

①初夏にピンクや紫色の花を咲かせます
②パンダの餌になる植物
③相撲取りのリングネーム
④煮た小豆に砂糖を混ぜて作ります
⑤那須与一はこれの名手
⑧出口の反対語
⑨湖などの水を取り除いて陸地にすること
⑪ギリシャ神話の登場人物。鳥の羽根をろう
　で固めて翼を作り、空を飛びました
⑬臼でひいて粉にした茶
⑮入院した友人のお⸺ကに行った
⑯『桃太郎』でおじいさんが刈りに行った物
⑰刀の手で持つ部分

たくさんのご応募ありがとうござい
ます。４月号の答えは「ホタルイカ」
でした。正解者の中から抽選で5名
の方に、ＪＡ支所店舗などでお使いい
ただける1500円分の商品券をお贈り
します。なお当選者の発表は、賞品
の発送に代えさせていただきます。
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番
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本
誌
に
関
す
る
感
想
や
ご
意
見
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和
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市
栄
町
港
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ー
三
〇
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め
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総
務
課
行
き

〒798-0031
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※氏名にふりがなの記載をお願い
　します。

　䓜でע、舓員ֿ皆様־ら槁ꓭやꄼ䊣およצ剹꿔瞏をお꽑־りする갾にע、䖩ず㸗
氠の⺇⺅剹を溪鉿することとしております。

➀職員が、受取書を交付しないこと、または受取書以外の名刺やメモ等で現金や通帳等を
　お預かりすることはありません。
➁発行した受取書の記載内容に誤りがないか十分ご確認ください。
➂いかなる場合もご印鑑をお預かりすることはありません。
➃職員から返却された通帳や証書などは、内容に間違いがないか、その場でご確認をお願
　いいたします。
➄受取書は、後日、お客さまへ現金をお届けあるいは重要書類等をご返却する際に必要と
　なりますので、大切に保管してください。

ֽゖַ⺬　コٚو٤イؓ٤ス㸐瞬㵍　���� ～ 

겏ꓭ免のֽ⺅䪒いについてմׇ⯈氠脢の溺坎ֽ焒

　♤⾔年６月傽、傽、５傽に開催を◙㴻しておりましたր年ꓭの会糹会ցע、新型
コロナウイルス感染拡大をꮐ止するた״、䐤劻いたします。
　なお、䐤劻の傽瓦にꫀしましてע、新型コロナウイルス感染症の状況により尴㴻いたしま
すֿ、今䔿の状況によזてע中止となる⺪茣䙎ֿごいます。
　今㎇の㸐䗎ע、ご匡㖪る会員様の健康と㴗⪢を最優先に考えたうえでの㸐䗎と
なりますので、ご理解のלよしくお願いいたします。

ׇ槳䙫ַַג׀דג◄ꯁ



︵
協
議
事
項
︶

第
１
号
議
案　
令
和
２
年
度
事
業
計
画
基
本
方
針
・
重
点
方
針
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

令
和
２
年
３
月
末
決
算
結
果
及
び
事
業
実
績
報
告
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

総
代
会
の
運
営
方
法
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

第
23
回
通
常
総
代
会
開
催
日
程
及
び
提
出
議
案
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

財
務
基
盤
強
化
積
立
金
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

令
和
元
年
度
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　

農
業
経
営
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
12
号
議
案　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

第
13
号
議
案　

付
帯
決
議
に
つ
い
て

第
14
号
議
案　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
に
か
か
る
運
用
状
況
評
価
に
つ
い
て

第
15
号
議
案　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
え
ひ
め
園
地
復
旧
支
援
資
金
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

第
16
号
議
案　

令
和
元
年
度
愛
媛
県
常
例
検
査
の
回
答
に
つ
い
て

第
17
号
議
案　

令
和
２
年
度
監
査
室
方
針
及
び
計
画
に
つ
い
て

第
18
号
議
案　

鬼
北
町
農
業
委
員
の
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

第
19
号
議
案　

愛
南
町
農
業
委
員
の
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

第
20
号
議
案　

愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対
す
る
特
別
出
資
に
つ
い
て

第
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号
議
案　

利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

︵
報
告
事
項
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①　

総
体
的
な
リ
ス
ク
量
管
理
表
の
報
告
に
つ
い
て

②　

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つ
い
て

③　

反
社
勢
力
と
の
取
引
排
除
に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

④　

利
用
者
保
護
等
管
理
に
係
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

⑤　

事
務
ミ
ス
・
相
談
苦
情
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
に
つ
い
て　

⑥　

自
主
検
査
半
期
報
告
に
つ
い
て　

⑦　

令
和
２
年
度
監
事
監
査
方
針
及
び
計
画
に
つ
い
て

⑧　

令
和
元
年
度
内
部
監
査
回
答
書
に
つ
い
て

⑨　

令
和
元
年
度
内
部
監
査
確
認
結
果
に
つ
い
て

⑩　

組
合
員
加
入
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑪　

令
和
元
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
状
況
及
び

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
第
１
四
半
期
運
用
計
画
・
運
用
方
針
に
つ
い
て

⑫　

連
休
に
お
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⑬　

支
所
生
活
店
舗
・
移
動
購
買
車
・
拠
点
の
Ｇ
Ｗ
営
業
対
応
に
つ
い
て

⑭　

令
和
元
年
度
移
動
購
買
車
実
績
に
つ
い
て

⑮　
﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂を
受
け
て
の
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
対
応
に
つ
い
て

⑯　

各
事
業
部
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

︵
そ
の
他
︶

①　

次
回
理
事
会
開
催
予
定
に
つ
い
て

　
　
　

令
和
２
年
５
月
28
日︵
木
︶　

午
後
１
時
30
分
～

体 側 部 横 曲 げ
（公財）日本体操協会「The Taiso」
日本体育大学教授●荒木達雄

脚を肩幅に開
き、両手を頭
の後ろで組み
ます。

① 上体を右に 2
回曲げます。

② 両腕を上に伸
ばし、右に 1
回曲げます。

③ 再び両手を頭の後ろで組んで左
に上体を 2 回曲げ、両腕を上
に伸ばし、左に 1回曲げます。

④

※「イチ、ニ、イチ、ニ」とリズミカルに動きます。いすに座って行う場合も脚を開き、同じ運動をします。

いつでもどこでも

手軽に体操

理
事
会
報
告
　
令
和
２
年
度
　
第
�
回
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
４
月
��
日︵
火
︶

運営委員会・座談会の中止について
　今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況を踏まえ、組合員の皆様のご健康と営農
活動・くらしを最優先に考え、例年５～６月に開催しておりました運営委員会・座談会を、
やむを得ず中止することといたしました。
　このような社会情勢であり、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。



　新型コロナウイルスの発生により影響を受けている皆様に対しまして、心よりお見
舞いを申し上げます。
　当組合では、影響を受けた皆様に対し以下の取扱いを実施しております。

【信用部】
①　農業経営の安定化を支援する事を目的として、この度「ＪＡバンクえひめ新型コロナ
　ウイルス対策資金」を創設いたしました。

【共済部】
①　共済掛金の払込猶予期間を延長、継続契約の締結手続き及び共済掛金の払込を猶予
　いたします。

②　新規の共済証書貸付について次のとおり金利免除を行います。

※　詳細はホームページまたは相談窓口へお問い合わせください。

※　詳細は各多機能基幹支所共済担当者までお問い合わせください。

ＪＡえひめ南ローンセンター　（ＴＥＬ０８９５－２８－６０２２）
宇和島支所・立間中央支所・三間町支所・鬼北支所・津島支所・南宇和支所

令和３年３月３１日まで

生活に必要なお借り入れに関するご相談も受け付けております。

相 談 窓 口

ご利用いた
だける方

資 金 使 途

取 扱 期 間

そ　の　他

新型コロナウイルスの影響により経営の維持安定が困難な農業者等
（組合員・准組合員の資格が必要となります。）

・新型コロナウイルスの影響による生産量の低下や販売数量の減少等により
　生じた農畜産物等の損失額
・その他、新型コロナウイルスの影響により生じた費用で農業経営の維持に
　おいてＪＡが必要と認めた資金

共済掛金の払込猶予期間、継続契約の締結手続き及び共済掛金の払込の猶予
を最長で令和２年９月１６日まで延長します。

短 期 共 済

共済掛金の払込猶予期間を最長で令和２年９月１６日まで延長します。長 期 共 済

年０.００％借 入 利 率

貸付期間と同じ（貸付日から最長１年間）適 用 期 間

令和２年５月３１日まで取 扱 期 間
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